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豚液状精液の低温保存に適した冷却速度は、38℃から15℃までは0.20℃/分、15℃か

ら４℃までは0.01℃/分である 

［要約］豚液状精液を低温保存する技術を開発するため、低温障害の緩和を目的とした

冷却プログラムを検討した。精液の冷却速度として38～15℃では、0.20℃/分の冷却速

度が処理直後の精子生存指数及び精子生存率が最も高かった。15～4℃では、0.01℃/

分の冷却速度が処理直後の精子生存指数及び精子生存率が最も高かった。以上の結果か

ら、38～15℃は0.20℃/分、15～4℃は0.01℃/分の冷却速度が豚液状精液の低温保存に

適していることが示唆された。 
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［背景・ねらい］ 

 豚液状精液を低温保存する技術を開発するため、低温障害を緩和する冷却プログラムに

ついて検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 ランドレース種種雄豚から手圧法により採取した濃厚部精液のうち精子活力70+++以上

のものを供試した。 

2 液状精液の調整は、希釈液（モデナ液）で、最終精子濃度 5×103/ml に希釈した。 

3 冷却プログラムの実行はサーマルサイクラーを利用し、サンプルサイズは 50μl とした。 

4 38～15℃では下降速度として３試験区（図１）、15～4℃では４試験区（図２）を設定

した。 

5 38～15℃の精子生存指数は、処理直後では 2h 区が 0.5h 区と比べて有意に高く、５日目

は処理による差はなかった（表１）。また、精子生存率は、処理直後及び５日目ともに

2h 区が高く、0.5h 区との間に有意差があった（表１）。 

6 15～4℃の精子生存指数は、処理直後では 18h 区が 1.5h 区と比べて有意に高く、５日目

は処理による差はなかった（表２）。また、精子生存率は、処理直後および５日目ともに

1.5h 区が有意に低かった（表２）。 

7 以上の結果から、38～15℃では 2h 区：0.20℃/分、15～4℃では 18h 区：0.01℃/分の速

度での冷却プログラムが豚液状精液の低温保存に適していることが示唆された。 

  

［成果の活用面・留意点］ 

1 令和５年５月～12 月（暑熱の影響を受ける７～10 月除く）に調査した。 

2 冷却速度の検討は、低温感作の影響が小さいと考えられる温度帯（38～15℃）と影響が

大きいと考えられる温度帯（15～4℃）に分けて行った。 

 

 



 

［具体的データ］ 

  

  図１ 38～15℃の温度下降線    図２ 15～4℃の温度下降線 

 

表１　38～15℃の冷却速度の違いが精子生存指数および精子生存率に及ぼす影響

0.5h区 0.5 0.8℃/分 57.3±8.2 b 25.1± 14.1 88.5±4.0 b 89.0±3.9 b

2h区 2.0 0.2℃/分 70.7±8.2 a 36.6± 16.8 94.7±2.4 a 93.0±2.2 a

4h区 4.0 0.1℃/分 65.3±9.3 ab 31.7± 17.8 92.4±6.1 ab 92.7±2.8 a

平均値±標準偏差．ｎ＝15．p <0.01．同列a-b間に有意差あり．
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表２　15～4℃の冷却速度の違いが精子生存指数および精子生存率に及ぼす影響

1.5h区 1.5 0.120℃/分 16.8± 8.5 b 3.4± 2.9 76.3±8.4 b 74.2± 10.9 b

6h区 6.0 0.030℃/分 28.0± 11.1 ab 10.7± 7.7 88.5±5.2 a 86.5± 6.2 a

12h区 12.0 0.015℃/分 32.0± 10.9 ab 13.0± 9.5 88.5±4.6 a 88.4± 3.8 a

18h区 18.0 0.010℃/分 38.5± 13.6 a 14.2± 10.3 90.3±3.8 a 86.7± 4.5 a

平均値±標準偏差．ｎ＝10．p <0.01．同列a-b間に有意差あり．38-15℃は0.2℃/分の冷却速度で処理．
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